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     「ひとりのみどりごが私たちのために生まれる。その名は不思議な助言者、 

力ある神、永遠の父、平和の君と呼ばれる。」聖書 

 上記の「助言者」の意味は「カウンセラー」と訳されます。神様は私たちをカウンセリングし

てくださる方です。クリスマスはそのお方が生まれてくださった日です。 

今年もクリスマスシーズンがやってきました。ジョイジョイでもクリスマスの楽しい企画を

計画中です。子どもたちと一緒に１年の良い締めくくりができたらと思います。 

管理責任者 吉持 早稚子 

 

 

―リトルジョイー 

 毎週、共に過ごすことで関係性も育って

きたなぁと感じる今日この頃です。 

11名中 9名が年長児という中で協力し合

って 1つの物を作り上げたり、話し合って役

割を決めたりというような活動も少しずつで

きるようになってきました。 

自分の間違いに気が付いて「ごめんね」

「ごめんねと言ってくれたからいいよ」とい

うやりとりもあります。 

 幼稚園や保育園での大集団ではできない

たくさんの体験をしてその子らしく成長して

いけますよう今年度の活動を毎日大切に援助

していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―ジョイジョイー 

夏は暑い日が続き、水分補給をこまめに

し、おやつに塩分チャージを食べるなどして

熱中症対策をしながら体調に気を付けつつ、

学習、お出かけ等、いつもより長いプログラ

ムで過ごしました。伊丹プラネタリウム、高

槻今城塚古墳、ガストや金毘羅製麺での外食

体験などのお出かけプログラム、ジョイジョ

イでの映画会などを楽しみました。 

だんだん涼しくなり、春に植えた里芋の収

穫、おやつのさつまいもや柿と、実りの秋を

迎えました。遊びも室内遊びから外遊びへ。

鬼ごっこ、サッカーや野球、図書館で読書を

楽しむ時間を持つようになりました。 

12 月 25 日、クリスマスはキリスト教では

イエス・キリストの降誕をお祝いする日とし

てとても大切にしている日の一つです。ジョ

イジョイもクリスマス会を予定していますの

でお楽しみに！！



 

社会的自立・就労について③ (参考：S.E.N.S 養成セミナ― 研修より) 

 

 

 

 

就労するうえでとても大切な準備として自己理解と職業理解があります。自己理解とは自

分の特性や得意なこと、苦手なこと等への理解。自分には何ができて、どのような支援が必要

であるかをきちんと自分で言えること（社会と折り合いをつけていく）が会社で求められま

す。職業理解は、仕事とはどういうものなのか、就きたい職業の特性や職場環境、自分の適性

とマッチするか等の理解。この 2つの理解のもと、進路や就職に関しては何よりも本人が納

得して自己決定できることが大切になります。これらの力は小学生のうちから準備が

スタートしています。 

ジョイジョイに通われている子ども達を支援する中で、小学 3，4年生頃から自分が得意な

こと、苦手なこと、また自分の特性について考え、悩み始める子が多いと感じます。ジョイジ

ョイではなるべく自分の言葉で思いを話せるように援助したり、聖書の話を通して、色々な場

面に出会い、こんな時自分ならどうするかなと考える時間や、なるべく自己決定できる環境作

りに努めています。ご家庭でも子どもたちの自己理解がどのような段階なのか、本人が納得し

て自己決定できる機会があるかどうか等、見直してみるのもいいかもしれませんね。 

 

―１１月２６日（火）の第３回保護者会より―「聖書から 子どもとの向き合い方」 

吉持日輪生牧師よりお話して頂きました。牧師自ら、３人の子どもの父親として、また 

１５年間、埼玉県聖望学園中学、高校の非常勤講師として聖書の授業をする中で感じたことを

基にお話されました。 

 

①聖書の人間観   人を創造した。 

＊「さあ、人をわれわれのかたちとして、われわれの似姿に造ろう。」聖書 

＊「神は人をご自身のかたちとして創造された。」聖書 

②神さまは「われわれのかたち」「われわれの似姿」、「ご自身のかたち」「神のかたち」とし 

て人を創造した。 

＊生まれたばかりのこどもであろうと、様々な特徴のある子どもでも、目の前の子どもがど

んな神の似姿に見えてくるか、わくわくして向き合う。 

③しかし、実はわが子と向き合っている私も「神の似姿」に造られた存在 

＊同世代の他の子どもと比べてしまう時、様々な差を感じてそのわが子を可愛い、 

いとおしいと思う自分がいるならば、そこにも神の似姿がある。 

＊逆にいとおしいと思えない時もある。しかし、神さまはそのようなダメな私の事もいとお

しいと思っている。なぜなら、あなた自身が子どものダメな所を見てもいとおしいと思っ

ているから。 

＊人間らしく生きるとは、人を造られた神さまを知ることから始まる。

④わが子の中にも、私の中にも、神さまのかたち、似姿があるからこそ、それを発見する喜び。 


